
 

 

令和８年度毒物劇物取扱者試験問題 

三 重 県 

 

 
問題は、指示があるまで開いてはいけません。 

 

 

（注意事項） 

１ 解答用紙の所定の欄に受験番号と氏名を忘れずに正しく記入してください。 

 

２ 試験問題は、『法規』、『基礎化学』、『性状・貯蔵・取扱方法』、『実地』で 

２０問です。 

 

3 解答方法は、マークシート方式です。解答用紙の（１）から（80）について、それ

ぞれ選択肢から１つだけ選んでください。 

 

4 問題文中で法律等の文章を引用及び抜粋する場合、促音等の記述は、現代仮名遣

いとし、小文字で記載しています。 

【例】「あつては、」→「あっては、」 

 

5 問題文中における、「常温」は 15～25℃、「常圧」は１気圧であるとして、解答し

てください。 

 

6 試験終了後は、解答用紙を机上に置き、静かに退場してください。 

 

7 問題用紙は、持ち帰ってもかまいません。 

 

8 受験票は、必ず持ち帰ってください。 

 

9 試験問題は、令和８年４月１日現在施行されている法令に基づき出題していま

す。 

農業用品目 
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令和８年度毒物劇物取扱者試験問題 

 

一 般 

 

農業品目 

 

 

問１ 次の文は、毒物及び劇物取締法の条文の一部である。条文中の（ ）の

中に入る語句として正しいものを下欄から選びなさい。 

 

第１条 

この法律は、毒物及び劇物について、保健衛生上の見地から必要な 

（ （１）４．取締 ）を行うことを目的とする。 

 

第３条 

３ 毒物又は劇物の販売業の登録を受けた者でなければ、毒物又は劇物を販売し、

授与し、又は販売若しくは授与の目的で（ （２）２．貯蔵 ）し、運搬し、若

しくは 陳列してはならない。（以下、略） 

 

第４条 

3 製造業又は輸入業の登録は、（ （３）２．５年 ）ごとに、販売業の登録は、

（ （４）３．６年 ）ごとに、更新を受けなければ、その効力を失う。 

 

下欄 

（１） １ 指導 ２ 管理 ３ 監視 ４ 取締 

（２） １ 小分け ２ 貯蔵 ３ 所持 ４ 加工 

（３） １ ３年 ２ ５年 ３ ６年 ４ １０年 

（４） １ ３年 ２ ５年 ３ ６年 ４ １０年 
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問２  次の文は、毒物及び劇物取締法第１２条の条文の一部である。条文中の 

（ ）の中に入る語句として正しいものを下欄から選びなさい。 

 

第１２条 

毒物劇物営業者及び特定毒物研究者は、毒物又は劇物の容器及び被包に、 

「（ （５）４．医薬用外 ）」の文字及び毒物については（ （６）１．赤地

に白色 ）をもって「毒物」の文字、劇物については（ （７）３．白地に赤

色 ）をもって「劇物」の文字を表示しなければならない。 

 

２ 毒物劇物営業者は、その容器及び被包に、左に掲げる事項を表示しなければ、毒

物又は劇物を販売し、又は授与してはならない。 

一 毒物又は劇物の名称 

二 毒物又は劇物の（ （８）３．成分及びその含量 ） 

三  厚生労働省令で定める毒物又は劇物については、それぞれ厚生労働省令で

定めるその解毒剤の名称 

四  毒物又は劇物の取扱及び使用上特に必要と認めて、厚生労働省令で定める

事項 

 

下欄 

（５） １ 医薬部外 ２ 医療用外 ３ 有害 ４ 医薬用外 

（６） 
１ 赤地に白色 ２ 黒地に白色 

３ 白地に赤色 ４ 白地に黒色 

（７） 
１ 赤地に白色 ２ 黒地に白色 

３ 白地に赤色 ４ 白地に黒色 

（８） 
１ 成分 ２ 成分及びその毒性 

３ 成分及びその含量 ４ 成分、毒性及びその含量 
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問３ 次の文は、毒物及び劇物取締法の条文の一部である。条文中の（ ）の

中に入る語句として正しいものを下欄から選びなさい。 

 

第８条 

次の各号に掲げる者でなければ、前条の毒物劇物取扱責任者となることがで

きない。 

一 薬剤師 

二 厚生労働省令で定める学校で、（ （９）２．応用化学 ）に関する学課を修

了した者 

三 都道府県知事が行う毒物劇物取扱者試験に合格した者 

２ 次に掲げる者は、前条の毒物劇物取扱責任者となることができない。 

一 （  （10）１．１８歳未満 ）の者 

二  心身の障害により毒物劇物取扱責任者の業務を適正に行うことができな

い者として厚生労働省令で定めるもの 

三 麻薬、大麻、あへん又は覚せい剤の中毒者 

四  毒物若しくは劇物又は薬事に関する罪を犯し、罰金以上の刑に処せら 

れ、その執行を終り、又は執行を受けることがなくなった日から起算して 

３年を経過していない者 

 

第１７条 

毒物劇物営業者及び特定毒物研究者は、その取扱いに係る毒物若しくは劇物又

は第１１条第２項の政令で定める物が飛散し、漏れ、流れ出し、染み出し、又

は地下に染み込んだ場合において、（ （11）２．不特定又は多数 ）の者に

ついて保健衛生上の危害が生ずるおそれがあるときは、直ちに、その旨を

（ （12）４．保健所、警察署又は消防機関 ）に届け出るとともに、保健衛生

上の危害を防止するために必要な応急の措置を講じなければならない。 

 

下欄 

（９） １ 物理学 ２ 応用化学 ３ 毒性学 ４ 生物学 

（10） 
１ １８歳未満 ２ １８歳以下 

３ ２０歳未満 ４ ２０歳以下 

（11） 
１ 多数 ２ 不特定又は多数 

３ 不特定かつ多数 ４ 不特定 

（12） 
１ 消防機関 ２ 保健所 

３ 警察署 ４ 保健所、警察署又は消防機関 
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問４ 次の（13）～（16）の設問について答えなさい。 

 

（13） 次の文は、毒物及び劇物取締法第３条の３の条文である。条文中の（ ）

の中に入る語句として正しい組合せを下欄から選びなさい。 

 

第３条の３ 

（ （ａ）興奮 ）、幻覚又は麻酔の作用を有する毒物又は劇物（これらを含

有する物を含む。）であって政令で定めるものは、みだりに摂取し、若しくは吸入

し、又はこれらの目的で（ （ｂ）所持 ）してはならない。 

 

下欄 
 （ａ） （ｂ） 

１ 興奮 所持 

２ 興奮 購入 

３ 鎮静 所持 

４ 鎮静 購入 

 

 

（14） 次の文は、毒物及び劇物取締法第１５条に規定する毒物又は劇物の交付の制

限等に関する記述である。（   ）の中に入る語句の正しい組合せを下欄

から選びなさい。 

 

・ 毒物劇物営業者は、毒物又は劇物を（ （ａ）１８歳 ）未満の者に交付しては

ならない。 

・ 毒物劇物営業者は、厚生労働省令の定めるところにより、その交付を受ける者

の氏名及び（ （ｂ）住所 ）を確認した後でなければ、引火性、発火性又は爆

発性のある毒物又は劇物であって政令で定めるものを交付してはならない。 

 

下欄 

 （ａ） （ｂ） 

１ １８歳 住所 

２ １８歳 職業 

３ ２０歳 住所 

４ ２０歳 職業 
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（15） 毒物及び劇物取締法第３条の４に規定する政令で定められているものを下欄か

ら選びなさい。 

 

参考：毒物及び劇物取締法第３条の４ 

引火性、発火性又は爆発性のある毒物又は劇物であって政令で定めるも

のは、業務その他正当な理由による場合を除いては、所持してはならな

い。 

 

下欄 

 

 

（16） 次の文は、毒物及び劇物取締法に規定する毒物劇物営業者の届出に関する記述

である。記述の正誤について、正しい組合せを下欄から選びなさい。 

 

ａ 毒物劇物販売業者が、毒物劇物取扱責任者を変更したときは、３０日以内に

毒物劇物取扱責任者の氏名を届け出なければならない。 正 

ｂ 毒物劇物製造業者が、毒物又は劇物を製造し、貯蔵する設備の重要な部分を

変更したときは、３０日以内にその旨を届け出なければならない。 正 

ｃ 毒物劇物製造業者が、登録を受けた毒物又は劇物以外の毒物又は劇物を製造

したときは、３０日以内に製造した毒物又は劇物の品目を届け出なければならな

い。 誤（あらかじめ法９条の登録変更＝事前手続が必要） 

 

下欄 

 ａ ｂ ｃ 

１ 正 誤 誤 

２ 正 正 誤 

３ 誤 正 正 

４ 誤 誤 正 

りん 

１ 黄燐 

３ ふっ化アンモニウム 
２ ニトロベンゼン 
４ ナトリウム 
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問５ 次の（17）～（20）の設問について答えなさい。 

 

（17） 次の文は、毒物及び劇物取締法施行令第４０条の５第２項の規定に基づき、車

両（道路交通法（昭和３５年法律第１０５号）第２条第８号に規定する車両をい

う。）を使用して、２０％の硫酸を、１回につき６,０００ｋｇ運搬する場合の運

搬方法に関する記述である。記述の正誤について、正しい組合せを下欄から選び

なさい。 

 

ａ 車両には、事故の際に応急の措置を講ずるために必要な保護手袋、保護衣等

を、最低１人分２人分以上は備えなければならない。 誤 

ｂ ０．３メートル平方の板０．３メートル平方以上の板に地を黒色、文字を黄

色として「毒」と表示した標識を、車両の前後の見やすい箇所に掲げなければ

ならない。 誤 

 

下欄 
 ａ ｂ 

１ 正 誤 

２ 正 正 

３ 誤 正 

４ 誤 誤 

 

 

（18） 毒物及び劇物取締法施行令第４０条の９第１項の規定に基づき、毒物劇物営

業者が毒物又は劇物を販売し、又は授与する時までに、譲受人に対し提供しな

ければならない情報について、同法施行規則第１３条の１２に規定されている

内容として、正しい組合せを下欄から選びなさい。 

 

ａ 火災時の措置 

ｂ 盗難・紛失時の措置 

ｃ 毒性に関する情報 

ｄ 情報を提供する毒物劇物取扱責任者の氏名 

 

下欄 

１ （ａ、ｂ） ２ （ａ、ｃ） ３ （ｂ、ｄ） ４ （ｃ、ｄ） 
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（19） 次の文は、毒物及び劇物取締法第２１条に規定する登録が失効した場合の措

置に関する記述である。（   ）の中に入る語句の正しい組合せを下欄か

ら選びなさい。 

 

・ 毒物劇物営業者は、その営業の登録が効力を失ったときは、（ （ａ）１５

日 ）以内に、現に所有する（ （ｂ）特定毒物 ）の品名及び数量を届け出なけ

ればならない。 

 

下欄 

 （ａ） （ｂ） 

１ １５日 特定毒物 

２ ３０日 毒物及び劇物 

３ １５日 毒物及び劇物 

４ ３０日 特定毒物 

 

 

（20） 次の文は、毒物及び劇物取締法第１１条の条文の一部である。条文中の 

（ ）の中に入る語句として正しいものを下欄から選びなさい。 

 

第１１条 

4  毒物劇物営業者及び特定毒物研究者は、毒物又は厚生労働省令で定める劇物に

ついては、その容器として、（ （20）４．飲食物 ）の容器として通常使用さ

れる物を使用してはならない。 

 

下欄 

１ 危険物 ２ 医薬品 ３ 医薬品又は医薬部外品 ４ 飲食物 
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令和８年度毒物劇物取扱者試験問題 

 

農業品目 

 

基礎化学 

 

問６ 次の各問（21）～（24）について、最も適当なものを下欄から選びなさい。 

 

（21） 次の純物質のうち、単体でないものはどれか。 

 

下欄 

 

（22） 次のうち、電気陰性度の最も大きい元素はどれか。

下欄 

 

（23） 次のうち、炎色反応で青緑色を呈する元素はどれか。

下欄 

 

 

（24） 次の記述にあてはまる化学の法則はどれか。 

「気体の水への溶解量は、温度が変わらなければ、水に接している気体の圧力

に比例する」 

 

下欄 

１ フラーレン ２ 斜方硫黄 ３ 硫酸 ４ オゾン 

１ Ｈ ２ Ｆ ３ Ｎａ ４ Ｃｌ 

１ Ｋ ２ Ｃａ ３ Ｓｒ ４ Ｃｕ 

１ ボイル・シャルルの法則 

３ ヘンリーの法則 

２ ヘスの法則 

４ アボガドロの法則 



9  

問７ 次の各問（25）～（28）について、最も適当なものを下欄から選びなさい。 

 

（25） 次の指示薬のうち、塩基性域では黄色であるが、ｐＨ 3.1 付近で赤色を呈す

るものはどれか。 

 

下欄 

 

（26） 下線で示す原子の酸化数が最も大きいものはどれか。

下欄 

 

 

（27） 一酸化炭素の生成エンタルピーは何 kJ/mol か。ただし、黒鉛、一酸化炭素の

燃焼エンタルピーは、それぞれ、-394kJ/mol、-283kJ/mol とする。 

   －394－（－283）= －111 

下欄 

 

 

（28） 0.30 mol/L のスクロース水溶液の 27℃における浸透圧はどれか。

ただし、気体定数は、8.3×10３Pa・L/（mol・K）とする。 

0.30×8.31×10,000×300 ＝ 7479,000 

下欄 

１ リトマス 

３ メチルオレンジ 

２ フェノールフタレイン 

４ ブロモチモールブルー 

１ Ｈ２О２ ２ Ｓ ３ ＳｎＣｌ４ ４ Ｋ２Ｃｒ２Ｏ７ 

１ -677kJ/mol ２ -111kJ/mol ３ 111kJ/mol ４ 677kJ/mol 

１ 6.7×10４ Pa 

３ 1.5×10６ Pa 

２ 7.5×10５ Pa 

４ 8.3×10６ Pa 
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問８ 次の各問（29）～（32）について、最も適当なものを下欄から選びなさい。 

 

（29） 次の記述について、（ ）に入る語句の正しい組合せはどれか。 

 

希硫酸中に銅板と亜鉛板を離して浸し、導線で結んだものはボルタ電池と呼

ばれ、（ （ａ） ）が正極、（ （ｂ） ）が負極となる。 

この場合、電子は導線を（ （ｃ） ）から（ （ｄ） ）に向かって流れる。 

 

下欄 

 （ａ） （ｂ） （ｃ） （ｄ） 

１ 銅板 亜鉛板 亜鉛板 銅板 

２ 銅板 亜鉛板 銅板 亜鉛板 

３ 亜鉛板 銅板 亜鉛板 銅板 

４ 亜鉛板 銅板 銅板 亜鉛板 

 

 

（30） 次の有機化合物と、その有機化合物のもつ官能基等の組合せとして、正しい

ものはどれか。 

 

下欄 

 有機化合物 その有機化合物のもつ官能基等 

１ アセトアニリド ヒドロキシ基 

２ 酢酸メチル エステル結合 

３ ベンゼンスルホン酸 アミド結合 

４ ニトロベンゼン カルボキシ基 

 

（31） カルボニル化合物およびカルボン酸に関する記述として、正しいものはどれか。

下欄 

1 カルボニル基の炭素原子に水素原子が１つも結合していない化合物はアルデ

ヒドケトンとよばれる。 誤 

2 ギ酸は酸性が弱いのでアルデヒド基（－ＣＨＯ）をもつため、フェーリン

グ液の還元を起こしやすい。 誤 

3  アルデヒドの沸点は、同程度の分子量をもつアルコールやカルボン酸に比

べると低い。正 

4 アセトンはヨードホルム反応を起こさない起こす。 誤 
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（32） アミノ酸に関する記述として、正しいものはどれか。 

 

下欄 

1 カルボキシ基とアミノ基が同じ炭素原子に結合したアミノ酸はβ-アミノ酸

とよばれる。 誤 

2 グリシンは不斉炭素原子をもつ不斉炭素原子をもたない、中性アミノ酸で

ある。 誤 

3  1985 年のＷＨＯ（世界保健機関）の勧告によれば、ヒトの必須アミノ酸の

種類は、20 種類あるとされる。ヒトの必須アミノ酸は9種類 

4  ニンヒドリン水溶液をグリシンの水溶液に加えて温めると、青紫～赤紫色

を呈する。正 
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問９ 次の各問（33）～（36）について、最も適当なものを下欄から選びなさい。 

 

（33） 30℃で、水 150g に硝酸カリウム 50g を溶解させた。その後、30℃のまま水を

蒸発させたとき、硝酸カリウムの結晶が析出し始めた。この時に、蒸発させた水

の質量として、最も近い値はどれか。 

ただし、30℃で水 100g に溶かすことができる硝酸カリウムの質量を 46g とす

る。108.6 

       46:100 ＝ 50：X X=108.6になったとき結晶が析出し始める。 

       150-108.6=41.4 

下欄 

 

 

（34） 800mL の真空容器に、ある純粋な液体物質 2.0g を入れてから 127℃にしたと

ころ、液体はすべて蒸発して気体となり、8.3×10４Pa の圧力を示した。この物

質の分子量はいくつか。 

ただし、気体定数は、8.3×10３Pa・L/（mol・K）とする。 

PV=nRT  8.3*10000*0.8＝n*8.3*1000*（273+127） n=0.02モル X*0.02=2 

X=100 

 

下欄 

 

 

（35） 25℃の 0.1mol/L 酢酸水溶液（電離度 0.016）のｐＨはどれか。

ただし、log101.6＝0.20 とする。 

H=0.1*0.016=0.0016  ｐH＝-log（H）=-log（0.0016） 

＝-log（1.6＊0.001）＝3-log1.6＝3-0.2=2.8  （logの底は10） 

 

下欄 

 

 

 

 

 

 

 

１ 41 g ２ 69 g ３ 81 g ４ 109 g 

１ 10 ２ 50 ３ 100 ４ 166 

１ ｐＨ 1.6 ２ ｐＨ 2.0 ３ ｐＨ 2.8 ４ ｐＨ 3.2 
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（36） 一定温度において、200kPa の酸素 8.0L と 300kPa の窒素 6.0L を、5.0L の容

器に封入したとき、この混合気体の全圧はどれか。 

200*8=X*5 X=320 300*6＝Y*5 Y=360  X+Y＝680 

下欄 

１ 179 kPa ２ 375 kPa ３ 500 kPa ４ 680 kPa 
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問 10 次の図は、Ａｌ３＋、Ｃｕ２＋、Ｂａ２＋及びＡｇ＋を含む混合水溶液から各イオンを分離する手順を示したものであ

る。図中の（37）～（40）に含まれる化合物やイオンとして最も適当なものを下欄から選びなさい。 

 

混合水溶液  

 

希塩酸を十分に加える。 

 

沈殿 

（37）
＝Ａｇ
Ｃｌ 

ろ液 

 
 酸性のまま、硫化水素を 

十分に通じる。 

  
沈殿 

（38）＝ＣｕＳ 

ろ液 

煮沸して残存する硫化水素を除

き、十分な量のアンモニア水を 

加える。 

 

沈殿 

（39）

＝Ａｌ

(ＯＨ)

３ 

ろ液 

（40）＝Ｂａ２＋ 

 

  三重県特色の沈殿問題 

 

下欄 

(37) １ ＡｌＣｌ３ ２ ＣｕＣｌ２ ３ ＢａＣｌ２ ４ ＡｇＣｌ 

(38) １ Ａｌ２Ｓ３ ２ ＣｕＳ ３ ＢａＳ ４ Ａｇ２Ｓ 

(39) １ Ａｌ(ＯＨ)３ ２ Ｃｕ(ＯＨ)２ ３ Ｂａ(ＯＨ)２ ４ ＡｇＯＨ 

(40) １ Ａｌ３＋ ２ Ｃｕ２＋ ３ Ｂａ２＋ ４ Ａｇ＋ 
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令和８年度毒物劇物取扱者試験問題 

 

農業用品目 

 

性状・貯蔵・取扱方法 

 

問 11 次の物質の常温・常圧下における性状として、最も適当なものを下欄から選び

なさい。 
 

 
ふっ 

（41） 弗化スルフリル３ 

（42） イミダクロプリド２ 
りん 

（43） 燐化亜鉛４ 

（44） クロルピクリン１ 

 

下欄 

１ 無色～淡黄色の油状液体で、催涙性、粘膜刺激性がある。クロルピクリン 

２ 弱い特異臭のある無色～白色の結晶で、水に極めて溶けにくい。イミダクロ

プリド 

3 無色の気体で、アセトン、クロロホルムに溶ける。弗化スルフリル 

4 暗灰色の結晶または粉末で、酸と反応し、ホスフィンを発生する。燐化亜鉛 
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問 12 次の物質の貯蔵方法に関する記述について、（ ）内にあてはまる最も適

当なものを下欄からそれぞれ選びなさい。 

 

《アンモニア水》 

無色透明、（ （45）１．揮発性 ）の液体であるため、よく密栓して貯蔵する。 

 

《シアン化カリウム》 

酸と反応すると有毒の（ （46）２．青酸ガス ）を発生するため、光を遮り、

酸類とは離して、（ （47） ３．風通しのよい乾燥した冷所に密封して貯蔵す

る）。 

 

《ブロムメチル》 

無色の気体であり、（ （48） ４．

圧縮冷却して液化し、圧縮容器に入れ、

直射日光、その他温度上昇の原因を避け

て、冷暗所に貯蔵する）。下欄 

（45） 
ちゅう 

１ 揮発性 ２ 爆発性 ３ 吸湿性 ４ 粘 稠 性 

（46） 
ふっ 

１ 弗化水素ガス ２ 青酸ガス ３ 塩素ガス ４ ホスゲン 

 

（47） 

１ 石油中に貯蔵する 

２ 水を少量加えて冷所に貯蔵する 

３ 風通しのよい乾燥した冷所に密封して貯蔵するシアン化カリウム 

４ 火気を遠ざけて、空気の出入りのない密室で貯蔵する 

 

 

 

（48） 

１  純品は空気と日光によって分解するため、少量のアルコールを加え

て冷暗所に貯蔵する 

２ 火気を遠ざけて、風通しのよい乾燥した冷所に密封して貯蔵する 

3 アルカリ存在下では分解するため、一般に安定剤として少量の酸が添加

される。日光を避け、冷所に貯蔵する 

4 圧縮冷却して液化し、圧縮容器に入れ、直射日光、その他温度上昇 

の原因を避けて、冷暗所に貯蔵するブロムメチル 
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問 13 次の物質を含有する製剤は、毒物及び劇物取締法令上ある一定濃度以下で劇

物から除外される。その除外される上限の濃度として、最も適当なものを下欄

からそれぞれ選びなさい。 

 

（49） ベンフラカルブ

３下欄 

 

 

（50） イミシアホス

１下欄 

 

 

（51） チアクロプリド

２下欄 

 

 

（ 

 

 

 

 

 

問 14 次の物質の分類として、最も適当なものを下欄から選びなさい。 

 

（53） チアクロプリド２ネオニコチノイド系農薬 

（54） ベンフラカルブ３カーバメート系農薬 

（55） ホスチアゼート４有機リン系農薬 

（56） フルシトリネート

１ピレスロイド系農薬

下欄 
１ ピレスロイド系農薬 

３ カーバメート系農薬 

２ ネオニコチノイド系農薬 

４ 有機リン系農薬 

１ １.５％ ２ ３％ ３ ６％ ４ １０％ 

１ １.５％ ２ ３％ ３ ６％ ４ １０％ 

１ １.５％ ２ ３％ ３ ６％ ４ １０％ 

 

52）シアナミド４ 

下欄 

１ １.５％ ２ ３％ ３ ６％ ４ １０％ 
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問 15 次の物質の化学式として、最も適当なものを下欄からそれぞれ選びなさい。 

 

（57） エチレンクロルヒドリン

１下欄 

１ ClCH2CH2OH ２ CCl3NO2 

３ ClCH2COCl ４ SO2(OH)Cl 

 

（58） シアン化水素

４下欄 
 

 

 

 
ふっ 

（59） 弗化スルフリル１ 

下欄 

 

（60） ブロムメチル

３下欄 

１ AsH3 ２ H2S ３ HCHO ４ HCN 

１ C3H7Br ２ C2H5Br ３ CH3Br ４ HBr 

１ SO2F2 ２ AsF3 ３ SbF3 ４ HF 
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令和８年度毒物劇物取扱者試験問題 

 

農業用品目 

 

実 地 

 

問 16 次の物質の主な農薬用の用途として、最も適当なものを下欄から選びなさい。 

 

（61） ２，２´－ジピリジリウム－１，１´－エチレンジブロミド（別名ジクワット）３ 

（62） ２－クロルエチルトリメチルアンモニウムクロリド（別名クロルメコート）１ 
りん 

（63） 燐化亜鉛２ 

（64） ピリミジフェン

４下欄 

 

 

問 17 毒物及び劇物の品目ごとの具体的な廃棄方法として厚生労働省が定めた「毒

物及び劇物の廃棄の方法に関する基準」に基づき、次の毒物又は劇物の廃棄方

法として、最も適当なものを下欄から選びなさい。 

 

（65） クロルピクリン３ 分解法 

（66） アンモニア１中和法 

 (67)  メトミル４アルカリ法 

 

(68)硫酸第二銅２沈殿法 

 

下欄 

１ 植物成長調整剤 
そ 

２ 殺鼠剤 ３ 除草剤 ４ 殺ダニ剤 

１ 中和法 ２ 沈殿法 ３ 分解法 ４ アルカリ法 

http://www.ra59988.com/2025/04/12/seisitu1/#pirimi8 
http://www.ra59988.com/2025/04/12/seisitu1/#pirimi8 
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問 18 次の物質の鑑別方法に関する記述について、（ ）内にあてはまる最も

適当なものを下欄からそれぞれ選びなさい。 

 

《塩化亜鉛》 

塩化亜鉛を水に溶かし、硝酸銀を加えると、（ （69）１．白色 ）の沈殿を生じ

る。 

 

 

《硫酸》 

硫酸の希釈水溶液に塩化バリウムを加えると、（ （70）１．白色 ）の沈殿を生

じるが、この沈殿は、塩酸や硝酸に溶けない。 

 

 

《塩素酸カリウム》 

塩素酸カリウムの水溶液に酒石酸を多量に加えると、（ （71）１．白色 ）の

結晶性の物質を生じる。 
 

 

 
りん 

《燐化アルミニウムとその分解促進剤とを含有する製剤》 

本剤より発生したガスは、５～１０％硝酸銀溶液を吸着させたろ紙を（ （72） 

２．黒色）に変化させる。 

 

 

下欄 

（69） １ 白色 ２ 黒色 ３ 赤色 ４ 黄色 

（70） １ 白色 ２ 黒色 ３ 赤色 ４ 黄色 

（71） １ 白色 ２ 黒色 ３ 赤色 ４ 黄色 

（72） １ 白色 ２ 黒色 ３ 赤色 ４ 黄色 



22  

問 19 毒物及び劇物の運搬事故時における応急措置の具体的な方法として厚生労働

省が定めた「毒物及び劇物の運搬事故時における応急措置に関する基準」に基

づき、次の毒物又は劇物が漏えい又は飛散した際の措置として、最も適当なも

のを下欄から選びなさい。 

 

（73） ジメチルジチオホスホリルフェニル酢酸エチル（別名ＰＡＰ）１ 

（74） 塩素酸ナトリウム４ 

（75） ブロムメチル２ 

（76） ２，２´－ジピリジリウム－１，１´－エチレンジブロミド（別名ジクワット）３ 

 

下欄 

１ 漏えいした液は、土砂等でその流れを止め、安全な場所に導き、空容器にで

きるだけ回収し、そのあとを消石灰等の水溶液を用いて処理し、多量の水を用

いて洗い流す。洗い流す場合には、中性洗剤等の分散剤を使用して洗い流す。

この場合、濃厚な廃液が河川等に排出されないよう注意する。ＰＡＰ 

２ 多量に漏えいした場合、漏えいした液は、土砂等でその流れを止め、液が広

がらないようにして蒸発させる。ブロムメチル 

3 漏えいした液は、土壌等でその流れを止め、安全な場所に導き、空容器にで 
おお 

きるだけ回収し、そのあとを土壌で覆って十分接触させた後、土壌を取り除き、 

多量の水を用いて洗い流す。ジクワット 

4 飛散したものは速やかに掃き集めて空容器にできるだけ回収し、そのあとは 

多量の水を用いて洗い流す。この場合、濃厚な廃液が河川等に排出されないよ

う注意する。塩素酸ナトリウム 
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問 20 次の各問（77）～（80）について、（ ）内にあてはまる最も適当なも

のを下欄からそれぞれ選びなさい。 

 

（77）（78）ジエチル—３，５，６—トリクロル—２—ピリジルチオホスフェイト（別

名クロルピリホス）を含有する製剤は劇物に指定されているが、（ （77）１．

１％ ） 

（マイクロカプセル製剤にあっては（ （78）３．２５％ ））を上限として、

その濃度以下を含有する製剤については劇物から除外される。 

 

下欄 

（77） １ １％ ２ １５％ ３ ２５％ ４ ４５％ 

（78） １ １％ ２ １５％ ３ ２５％ ４ ４５％ 

 

（79）（ ４．燐化アルミニウムとそ

の分解促進剤とを含有する製剤）は特定

毒物に該当する。下欄 

 

 

（80）硫酸及びこれを含有する製剤（硫酸１０％以下を含有するものを除く。）で液

体状のものの毒物及び劇物取締法施行令第４０条の５第２項第３号に規定する

厚生労働省令で定める保護具は、保護手袋、保護長ぐつ、保護衣、（      １．

保護眼鏡）である。 

 

下欄  

１ 保護眼鏡 ２ 普通ガス用防毒マスク 

３ 酸性ガス用防毒マスク ４ 有機ガス用防毒マスク 

１ アバメクチン及びこれを含有する製剤 
りん 

２ 燐化亜鉛及びこれを含有する製剤 

3 有機シアン化合物及びこれを含有する製剤 
りん 

4 燐化アルミニウムとその分解促進剤とを含有する製剤 

http://www.ra59988.com/2025/03/05/hourei/#sei40-5 


 


